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する特チ情報のᥦ౪など࣏ࢧートを行っている。』㸦S 社㸸ᗈᓥ┴） 
 
 また、ノウࣁウを⟶理するために社内యไをᩚഛしている事もある。発明をノウࣁウとして保ㆤす

る手法は、中ᑠ業にとって重要な㑅ᢥ⫥であることから、⛎ᐦ情報の⟶理యไは、中ᑠ業において、

ᚋとも重要な課題であると考えられる。 
 
『ᢏ⾡情報の安全⟶理をᚭᗏし、タ計ᅗやࣇࢯトウエアがධったࢧーバは毎日バックアップをとり、㸯

㐌間ࡈとに㖟行の㈚金ᗜに⛣⟶する。また、情報⟶理もᚭᗏし、㢳ᐈ情報やタ計ᅗ㠃、ࣇࢯトウエアは、

社外に持ࡕ出すことができない⟶理యไを構築している。』㸦T 社㸸⚟ᒸ┴） 
 
『ノウࣁウ⟶理の方法も、⭾大な㔞のᐇグ㘓をྲྀり、それに確定日印を研究者が毎日レ࣏ートにྲྀ

っている。ド明は公ドே役場を用しており、費用は高いが確ᐇにドᣐをṧすດຊをしている。』㸦U 社㸸

⚟ᓥ┴） 
 

 
࠙୰ᑠᴗࡢࢢࣥࣜࣄࡢᅇ⟅ᩘࠚ 

 

 

３㸬⪃ᐹ 

 本✏では、中ᑠ業の知的㈈⏘⟶理の現状として、㸶つの観Ⅼから中ᑠ業の知的㈈⏘⟶理の現状と

課題について᳨ウした。 
最㏆では、外ᅜ出㢪をᡂຌ要因として考えている中ᑠ業があり、知的㈈⏘ᶒのグローバル化が㐍ࡴ

中、外ᅜ出㢪の重要性の認識が高まっているものと考えられる。また、中ᑠ業において、ඹ同研究や

ライセンスの重要性の認識は高く、社外のリࢯースを᭷ຠに活用できるⅬで、中ᑠ業にとって࣓リ

ットが大きいものと考えられる。 
ᶍೌ・ᐖについては、その対策にコストや労ຊがᚲ要であり、中ᑠ業にとって、ᐇ㝿には㢌の③

いၥ題であると考えられるが、意出㢪の活用や中ᑠ業同ኈの༠ຊなどのྲྀり⤌ࡳがなされている。  
特チ情報の活用や出㢪の工夫は、中ᑠ業において、いろいろなྲྀり⤌ࡳがなされており、特チ情報

のࢶールとして、特チ庁がᥦ౪する特チ㟁子ᅗ書㤋㸦IPDL）が᭷ຠ活用されているものと考えられる。

出㢪の工夫の仕方としては、特チᶒだけでなく、ᐇ用新ᶒや意ᶒなどの」ᩘの知的㈈⏘ᶒをྲྀ得す

るヨࡳなどがなされている。 
中ᑠ業において、知的㈈⏘の重要性の認識が高まる中、知㈈ᩍ⫱にも⇕心なところが目❧ࡕつつあ

る。ᚋとも、知㈈ᩍ⫱において、公的機関による࣏ࢧートがᮇᚅされる。また、⤒Ⴀ者が知的㈈⏘の

重要性を認識し、社会యไをᩚഛする事があり、知㈈部門、事業部門、研究部門の୕一యがᐇ現し

ている。ᚋの知的㈈⏘ᡓ␎の発展にᮇᚅしたい。 
 
㸺参考文献㸼 
㸯㸬特チ庁「知的㈈⏘ᶒ活用業事集 2011」㸦2011 年 12 ᭶） 
㸰㸬特チ庁「特チ行ᨻ年ḟ報告書 2012」㸦2012 年 8 ᭶） 

２㹇２㸳 

ㅮ₇題目 

研究者の知㈈࣐インド 

㹼㛗ᮇにࢃたる〇ရ㛤発㹼 
 （Ώ部㡰一㸦ᮾ工業大学ۑ

 

 

 

㸯㸬ึࡵ 
 研究者、特に、大学の་ṑ⸆理工学系ᩍဨが知的㈈⏘について充分な理ゎしていることは重要である

とゝࢃれている。しかし、知的㈈⏘のྲྀ得、あるいは、ᶒ化のࡳに目がいってしまい、短ᮇ┈志向

に大きくഴきすぎていないかという懸念がある。 
 たとえࡤ、ⱝ手研究者が、研究Ṕがὸいにも関ࢃらず業から「ඛ生、ඛ生」と䬲てられ、その業

の課題ゎỴに多くの時間がとられている。そのため、㛗ᮇ的な展望に基づいた研究がなされなくなって

いることもある。また、研究ᡂ果を学会発⾲や論文ᥖ㍕の๓に特チ⏦ㄳ等するように່められているが、

そのことによって研究をおいに見ゎを㏙ながら自⏤な㞺ᅖẼの中で高めていく機会が少なくなっ

てきていることもある。さらに、ᶒ化された研究ᡂ果を大学ではᐇしないからその対価がᢏ⾡⛣㌿

した業からᨭᡶࢃれるきだというᐇ保㞀は、そこまでして大学がႠをồめるきなのかと

ၥがࢃく。 
 大学からのᢏ⾡⛣㌿がྉࡤれるようになってから、15 年になろうとしている。そこで、特チᶒがษれ

る 20 年௨上の㛗ᮇにࢃたる〇ရ㛤発を行う場合において、研究者はどのような知㈈࣐インドを持てࡤ

よいか㆟論をすき時に来ているのではないか。 
 本発⾲では、業と大学をẚ㍑するᙧで、知的㈈⏘からࡳた㛗ᮇにࢃたる〇ရ㛤発について論じ、研

究者の知㈈࣐インドについて見ゎを㏙たいとᛮう。 
 
２㸬㛗ᮇΏࡿ〇ရ㛤Ⓨ 
㸦㸯㸧ᴗࡢ≉チᡓ␎ 

特チᶒは、特チ発明を⊂༨他的にᐇできるᶒである㸦特チ法 68 ᮲）。つまり自らの発明のᐇ

を⊂༨でき、チㅙ等をしていない㸦ᶒ㝈のない）➨୕者のᐇを㝖できる。特チᶒのᏑ続ᮇ間は、

原๎として出㢪日から 20 年である㸦特チ法 67 ᮲ 1 項）。 

 したがって、業が㛗ᮇにΏる〇ရ㛤発を行う場合において、一つの特チしかᡤ᭷していないときは、

20 年⤒つとᙜヱ〇ရ分㔝に他業も参ධが可能となる。そのため、基本特チと周辺特チを⤌ࡳ合ࢃせて

出来るだけ㛗くᙜヱ〇ရ分㔝を⊂༨するᡓ␎をとることになる。 

㸦２㸧Ꮫࡢ≉チᡓ␎ 
多くの大学で「知㈈࣏リࢩー」が定められ、ᢏ⾡⛣㌿機関が業との᥋Ⅼとなって、対価ධを得て

いる。対価ධは、発明者等に㑏ඖして研究のインセンティࣈを高めるとともに、大学にも㑏ඖされて

いる。 

えࡤ、ᮾ大学においては、「研究中心大学としてே㢮の⚟♴と発展に㈉献するため、研究ᡂ果の

公㛤を✚ᴟ的に㐍めて、「発明をᶒ化し社会における最大㝈の活用をᅗる」としている。 

一方で、基♏ᢏ⾡を基┙にした〇ရは、ᕷ場に受けධれられるために、多くの時間を費やす。えࡤ、

現代社会において、パーࢼࢯル・コンࣗࣆータ、ᦠᖏ㟁ヰ、あるいはインターネットなどには、基┙ᢏ

⾡として、LSI㸦Large Scale Integration㸸大つᶍ集✚ᅇ㊰）、ග通ಙ、ཬࡧ☢Ẽディスクなどが活用

されている。これらの基┙ᢏ⾡は、୕ ᴟ┿✵⟶㸦1906 年）からトランジスタ㸦1948 年）そして LSI㸦1980

年代）にΏるᢏ⾡の系㆕、࣐ルコーࢽのᐇ験㸦1901 年）から➨二ḟ大ᡓ中の࣐イクロἼ㸦1940 年代）

そしてレーザによるග通ಙ㸦1980 年代）にΏるᢏ⾡の系㆕、࣏ールセンのレコーࢲー㸦1898 年）から

ドイࢶのテープレコーࢲー㸦1935 年）そしてᆶ┤☢Ẽグ㘓の発明㸦1977 年）として、それぞれ 40 年

という周ᮇで大きなኚ化が㉳きているとゝࢃれている㸦㟁Ẽ学会㸦2005））。 

こうした基┙ᢏ⾡は㛗ᮇにࢃたる〇ရ㛤発がᚲ要となる。その㝿、研究者がどのような知㈈࣐インド

で⮫ࡴかが本論文の課題である。 
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３㸬㹼ᆶ┤☢Ẽグ㘓ࡢࢡࢫࢹ㛤Ⓨ 
㸦㸯㸧ᆶ┤☢Ẽグ㘓᪉ᘧࡢཎ⌮ 1 

 「ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧ」の原理は༢純である。☢Ẽグ㘓は、テープやディスクなどの基ᮦに☢性ᒙをコ

ーティングし、そこに画ീや㡢ኌಙྕをグ㘓する。፹యの⾲㠃にᑠさな☢石を୪、☢石の向きによっ

て情報をグ㘓する。ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧは、፹య㠃に対してᆶ┤方向に☢石を୪る。ᆶ┤に⨨く方が、

同じ㠃✚のテープやディスクに 10 ಸ௨上のಙྕをグ㘓できる。ただ☢Ẽグ㘓の最ึのᐇ用ရであるテ

ープレコーࢲーが「Ỉᖹ☢Ẽグ㘓」方ᘧを᥇用したため FDD㸦ࣇロッࣆーディスクドライࣈ）や HDD
㸦ࣁードデイスクドライࣈ）でもỈᖹ☢Ẽグ㘓方ᘧが㋃くされた。㸦ᅗ㸯） 
 

 
 
㸦２㸧ᆶ┤☢Ẽグ㘓᪉ᘧࡢⓎ⾲ 2 

 1975 年にロンドンで㛤ദされたᅜ㝿会㆟「Intermag 1975」を⤒て、ᒾᓮಇ一༤ኈ㸦現ᮾ工業大学

理事㛗、௨ୗ「ᒾᓮ༤ኈ」）は、1977 年の「Intermag 1977」において、それまでの研究ᡂ果である、

基本的なᆶ┤グ㘓用の፹యと࣊ッドを⤌ࡳ合ࢃせて 定したグ᠈生特性を発⾲した。ᙜ時、⡿ IBM
のỗ用大ᆺコンࣗࣆータ向けに 3370 ☢Ẽディスク⨨のグ㘓ᐦᗘは⣙ 10kBPI㸦bits per inch）であっ

たのに対し、ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧは 50kBPI とその㸳ಸの㠀ᖖに高い⥺グ㘓ᐦᗘをᐇ現できる可能性を♧

၀していた。 
㸦３㸧᪤Ꮡᢏ⾡ࡢᨵⰋ 3

 学会では 1980 年ࡈろからᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧに関連した論文ᩘがྑ⫪上がりで増ຍした。⡿ᅜでは「ᆶ

┤☢Ẽグ㘓」方ᘧの FDD ⨨を㛤発する業や HDD の㛤発を目指す業など多ᩘの࣋ンチャー業

が生まれた。日本でもᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧの研究を始める大手㟁機࣓ーカーが続々と生まれた。しかし、

FDD はなかなかᬑཬしなかった。ఱよりも容㔞がᑠさかった。࢛ࣇー࣐ット๓の状態で 4M バイト。

ᙜ時のつ᱁の 4 ಸにᙜたるもののỈᖹ☢Ẽグ㘓方ᘧでも充分ᐇ現できた್であった。1991 年に、IBM
社がパࢯコン「PS/2」にᶆ‽ᦚ㍕したが、ᕷ場は┒り上がらなかった。1989 年、IBM 社は、HDD の

㠃グ㘓ᐦᗘ㸦㠃✚ᙜたりの情報㔞）1GBPI に高めたと発⾲した。ᙜ時の最ඛ➃の〇ရにẚて 15㹼30
ಸ高いᐦᗘである。それを IBM 社はỈᖹ☢Ẽグ㘓方ᘧのままでᡂし㐙ࡆた。 
 

                                                   
1 『日⤒ࣅジネス㸦2005）』134  。ージ。一部⦅集࣌
2 『日⤒エレクトロࢽクス㸦2001）』174~182  。ージを基にグ㏙࣌
3 『日⤒エレクトロࢽクス㸦2006a）』114~117  。ージを基にグ㏙࣌
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３㸬㹼ᆶ┤☢Ẽグ㘓ࡢࢡࢫࢹ㛤Ⓨ 
㸦㸯㸧ᆶ┤☢Ẽグ㘓᪉ᘧࡢཎ⌮ 1 

 「ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧ」の原理は༢純である。☢Ẽグ㘓は、テープやディスクなどの基ᮦに☢性ᒙをコ

ーティングし、そこに画ീや㡢ኌಙྕをグ㘓する。፹యの⾲㠃にᑠさな☢石を୪、☢石の向きによっ

て情報をグ㘓する。ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧは、፹య㠃に対してᆶ┤方向に☢石を୪る。ᆶ┤に⨨く方が、

同じ㠃✚のテープやディスクに 10 ಸ௨上のಙྕをグ㘓できる。ただ☢Ẽグ㘓の最ึのᐇ用ရであるテ

ープレコーࢲーが「Ỉᖹ☢Ẽグ㘓」方ᘧを᥇用したため FDD㸦ࣇロッࣆーディスクドライࣈ）や HDD
㸦ࣁードデイスクドライࣈ）でもỈᖹ☢Ẽグ㘓方ᘧが㋃くされた。㸦ᅗ㸯） 
 

 
 
㸦２㸧ᆶ┤☢Ẽグ㘓᪉ᘧࡢⓎ⾲ 2 

 1975 年にロンドンで㛤ദされたᅜ㝿会㆟「Intermag 1975」を⤒て、ᒾᓮಇ一༤ኈ㸦現ᮾ工業大学

理事㛗、௨ୗ「ᒾᓮ༤ኈ」）は、1977 年の「Intermag 1977」において、それまでの研究ᡂ果である、

基本的なᆶ┤グ㘓用の፹యと࣊ッドを⤌ࡳ合ࢃせて 定したグ᠈生特性を発⾲した。ᙜ時、⡿ IBM
のỗ用大ᆺコンࣗࣆータ向けに 3370 ☢Ẽディスク⨨のグ㘓ᐦᗘは⣙ 10kBPI㸦bits per inch）であっ

たのに対し、ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧは 50kBPI とその㸳ಸの㠀ᖖに高い⥺グ㘓ᐦᗘをᐇ現できる可能性を♧

၀していた。 
㸦３㸧᪤Ꮡᢏ⾡ࡢᨵⰋ 3 

 学会では 1980 年ࡈろからᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧに関連した論文ᩘがྑ⫪上がりで増ຍした。⡿ᅜでは「ᆶ

┤☢Ẽグ㘓」方ᘧの FDD ⨨を㛤発する業や HDD の㛤発を目指す業など多ᩘの࣋ンチャー業

が生まれた。日本でもᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧの研究を始める大手㟁機࣓ーカーが続々と生まれた。しかし、

FDD はなかなかᬑཬしなかった。ఱよりも容㔞がᑠさかった。࢛ࣇー࣐ット๓の状態で 4M バイト。

ᙜ時のつ᱁の 4 ಸにᙜたるもののỈᖹ☢Ẽグ㘓方ᘧでも充分ᐇ現できた್であった。1991 年に、IBM
社がパࢯコン「PS/2」にᶆ‽ᦚ㍕したが、ᕷ場は┒り上がらなかった。1989 年、IBM 社は、HDD の

㠃グ㘓ᐦᗘ㸦㠃✚ᙜたりの情報㔞）1GBPI に高めたと発⾲した。ᙜ時の最ඛ➃の〇ရにẚて 15㹼30
ಸ高いᐦᗘである。それを IBM 社はỈᖹ☢Ẽグ㘓方ᘧのままでᡂし㐙ࡆた。 
 

                                                   
1 『日⤒ࣅジネス㸦2005）』134  。ージ。一部⦅集࣌
2 『日⤒エレクトロࢽクス㸦2001）』174~182  。ージを基にグ㏙࣌
3 『日⤒エレクトロࢽクス㸦2006a）』114~117  。ージを基にグ㏙࣌

㸦㸲㸧ᐇ⏝ࡢㄢ㢟 4 

 ᐇ用化には、新しいタ計に基づく☢Ẽ࣊ッドをసり、新しいグ᠈፹యを見つけるᚲ要があったが、࣓

ーカーྛ社はಙ㢗性のある࣊ッドや፹యをなかなか用意できなかった。IBM 社などᚑ来のỈᖹ☢Ẽグ㘓

方ᘧを㋃くした࣓ーカーはᢏ⾡㠉新を続け、90 年代にධると、࣓ ーカーや研究者のᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧに

対する⇕≬は全にさめた。 
㸦㸳㸧᪂࡞ࡓᢏ⾡㛤Ⓨ 5 

 㐝の 90 年代、ᒾᓮ༤ኈは、日本学⾡⯆会☢Ẽグ㘓➨ 144 ጤဨ会のጤဨ㛗を務め、ጤဨ会に参ຍ

した࣓ーカーや担ᙜ者にᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧのᑗ来性をッえ、ᆶ┤☢Ẽグ㘓ᅜ㝿会㆟㸦PMRC : 
Prependicular Magnetic Recording Conference）を主ᐓし、研究者たࡕに 100 ⦅を㉸える論文の発⾲

を続けさせた。 
また、1995 年に⏘業⏺と大学がඹ同で情報ストレージ研究᥎㐍機構㸦SRC : Storage Research 

Consortium）が発足された。そのᚋこの SRC は、ᢏ⾡研究⤌合㉸ඛ➃㟁子ᢏ⾡㛤発機構㸦ASET : 
Association of Super-Advanced Electronics Technologies）の➨二研究部として⾰᭰えして、NEDO
㸦New Energy and Industrial Technology Development Organization㸸新エネルギー・⏘業ᢏ⾡⥲合

㛤発機構）が、1995 年から行った「㉸ඛ➃㟁子ᢏ⾡㛤発ಁ㐍事業」の 3 分㔝の一つとして、ᅜᐙプロ

ジ࢙クトにྲྀり上ࡆられることとなった。 
 その結果、2000 年に㌿機がゼれた。日❧がᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧの HDD のᢏ⾡発⾲を行った。࣓ ーカー

が動き出した最大の理⏤は、「Ỉᖹ☢Ẽグ㘓」方ᘧの大容㔞化の㝈⏺が現ᐇのものになってきたからだ。

ᢏ⾡㠃の課題も、☢Ẽグ㘓方ᘧでᐇ用化されてきた要⣲ᢏ⾡を㌿用することで、ゎỴのめどがついた。 
㸦㸴㸧ᛴ㏿࡞ᆶ┤☢Ẽグ㘓ࡢࢡࢫࢹ㐍ᒎ 

 2000 年 4 ᭶、日❧〇సᡤはᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧを用いて㠃グ㘓ᐦᗘ 52.5GBPIでのグ㘓生をᐇドした

と発⾲した。それは、ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧがỈᖹ☢Ẽグ㘓方ᘧの最高グ㘓をึめて㉸えたことを意して

いた。理論上は 1TBPIすらᐇ現できるとࡳなされた。Intermag 2000 を⤒て、2001 年 1 ᭶の☢Ẽ関連

ᢏ⾡ᅜ㝿会㆟「The 8th MMM - Intermag Joint Conference」では、ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧの論文はಸ増し、
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㸲㸬◊✲⪅ࡢ▱㈈ࢻ࣐ࣥ 
㸦㸯㸧᥎㐍ຊ 
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4 『日⤒ࣅジネス㸦2005）』135  。ージ。一部⦅集࣌
5 『日⤒ࣅジネス㸦2005）』136  。ージ。一部⦅集࣌
6 『日⤒ࣅジネス㸦2006b）』100~103  。ージを基にグ㏙࣌
7 『日⤒ࣅジネス㸦2006c）』110~113  。ージを基にグ㏙࣌
8 『日⤒エレクトロࢽクス㸦2006d）122~125  。ージを基にグ㏙࣌
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特チ 930 件௨上、⡿ᅜ特チ 490 件௨上に᪼り、関連学⾡論文ᩘは 3,500 ⦅௨上になるという。 
㸦２㸧࿘㎶ᢏ⾡ 

また、1995 年から 2000 年までは、ASET において、「㉸高感ᗘ፹యᢏ⾡」、୪ࡧに、「新機能⣲子・

ᡂ⭷ᢏ⾡」として、ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧがྲྀり上ࡆられ、周辺ᢏ⾡、あるいは、機ჾもྵめた㛤発が᥎㐍

されることとなった。そのうࡕ、㉸高感ᗘ፹యᢏ⾡は、㉸高感ᗘ☢Ẽグ㘓፹యのᮦ料タ計、ᚤ⣽ไᚚᡂ

⭷プロセスᢏ⾡ཬࡧ高精⣽☢化機構ゎ析ᢏ⾡の研究㛤発であった。また、新機能⣲子・ᡂ⭷ᢏ⾡は、高

感ᗘ☢Ẽ࣊ッド⣲子化ᢏ⾡、ⷧ⭷ᕧ大☢Ẽᢠຠ果ᮦ料ཬⷧࡧ⭷トンネル᥋合⣲子の研究㛤発であっ

た。 
ᙜ時、最新ᢏ⾡として、グ㘓と生をレーザで行う「ගディスク」が⬮ගをᾎࡧていたが、☢Ẽディ

スクの㌿㏦㏿ᗘがගディスクよりもᩘಸあるとして☢Ẽディスクのඃ性をㄝ明している㸦㉥ụ

㸦2005））9。 
ッド㛤発は、ᴋᮌ=Chesbrough㸦2006）の〇ရアーキテクチャに関する論文でヲしく論じられてい࣊

るが、ࣔジࣗラー化することによってỈᖹ☢Ẽグ㘓方ᘧの㠃内グ㘓を上ࡆるだけではなく、結果として

ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧの性能をᘬき上ࡆることとなった。 
㸦３㸧ከᵝ࡞ᕷሙࡢ㐍ᒎ 

 ᆶ┤☢Ẽディスクは、ストレージ㸦storage）の一種である。ストレージは、グ᠈、あるいはグ᠈⨨、

また、グ᠈された情報㔞のことをいう 10。文Ꮠグྕだけでなく、㡢とᫎീもえられᚲ要なときにྲྀり

出せる。⣬、印ๅもストレージの一種と考えることが出来る。 
 㡢ኌのୡ⏺では、エジࢯンの㡢機に始まり、レコード、テープ㸦࢜ープンリール、カセット）、あ

るいは、コンパクトディスクとして発展してきた。また、ᫎീのୡ⏺では、ᫎ画㸦ࣇィル࣒）に始まり、

VTR、DVD などのディスクとして発展してきた。 
エジࢯンの㡢機では、レコード┙にసった㡢⁁にධຊの㡢ᅽにẚしたᖜがグ㘓される。生㔪

㸦レコード㔪）を通して動ᯈに⁁のグ㘓情報をఏえ、その動でඖされた㡢が出てくる㸦ᑠᯘ

㸦2008））11。 
 ᙜึから、グ㘓することだけではᐇ用化ᢏ⾡としては十分で、「書く」、「ㄞࡴ」ᢏ⾡がᚲ要とさ

れていたのである。このⅬで、ᒾᓮ༤ኈが、ᆶ┤☢Ẽディスクの〇ရ化の๓に㛤発した࣓タルテープの

上にグ㘓用☢性ᮦ料をሬᕸしたカセットテープにおけるㄞࡳ書きを行う࣊ッド㛤発が重要な意を持

っている。 
㏆年、その㟂要がᛴ⃭にఙࡧている。これは、ୡ⏺で生される情報㔞が㣕㌍的に増えていることに

原因があると考えられる。 
特に、パࢯコンのデータセーࣈとして活用されてきた HDD は、その用用㏵が多ᒱにΏるようにな

ってきている。ᚑ来のデータのࡳならず、HDD のᑠᆺ化と㡹性から࢜ーディ࢜機ჾやࣅデ࢜カ࣓ラ

のグ㘓⨨として、その大容㔞とい᫆さからテレࣅのグ᠈⨨としてその用㏵をᗈࡆている。 
HDD は、コンࣗࣆータᕷ場、すな࣓ࡕࢃインࣇレー࣒ᕷ場、ࢽ࣑コンᕷ場、ディスクトップ・パࢯ

コンᕷ場、ノート㸦ラップトップ）・パࢯコンᕷ場の中でその機能を向上させてきたが、よりᗈ範ᅖな

ストレージᕷ場で活用されるようになってきており、その情報㔞をグ᠈する能ຊもより大きなものがồ

められるにようになってきた。 
すなࡕࢃ、ᚑ来のỈᖹ☢Ẽグ㘓⨨から、よりグ᠈容㔞の大きいᆶ┤☢Ẽグ㘓ディスクの㌿がಁ

されたのである。 
しかし、ᆶ┤☢Ẽディスクの㛤発ではこれらのẁ㝵による➇தが一Ẽにᘬき㉳こされたものと考える

ことができる。また、Ỉᖹ☢Ẽグ㘓方ᘧというᢏ⾡が㛗い間ᨭ配していた HDD 〇ရの業⏺において、

Ỉᖹ☢Ẽグ㘓方ᘧ時代に㛤発が㐍ࢇだ周辺ᢏ⾡を「てこ」として、ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧというᢏ⾡が㛗い

〇ရ㛤発ᮇ間を⤒てᐇ用化されることによって HDD 〇ရの〇ရ性能が㣕㌍的に上᪼することとなり、

ᕷ場の要ồにᛂえたことから一Ẽにᆶ┤☢Ẽグ㘓ディスクのᬑཬが㐍ࢇだものと考えることが出来る。 
 
 
 

                                                   
9㉥ụ㸦2005）81~82  。ージを基にグ㏙࣌
10ᯇ田㸦1999）2432  。ージ࣌
11ᑠᯘ㸦2008）10  。ージを基にグ㏙࣌
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9㉥ụ㸦2005）81~82  。ージを基にグ㏙࣌
10ᯇ田㸦1999）2432  。ージ࣌
11ᑠᯘ㸦2008）10  。ージを基にグ㏙࣌

㸳㸬ࡵࡲ 
㸦㸯㸧㛗ᮇࡿࡓࢃ〇ရ㛤Ⓨ 

㛗ᮇにࢃたる〇ရ㛤発は、ᅔ㞴な、㛗いᮇ間を要することがある。〇ရ化に対して⛶ᣋに結果をồめ

ることはཝにៅまࡤࡡならない。一方で、一➃〇ရ化されると、多くの業がそのᢏ⾡を活用し、ḟ々

と〇ရが生まれてくる。性能、大きさ、ಙ㢗性、あるいは価᱁において、ཝしい➇த環境が出現するこ

ととなるのである。 
 Christensen㸦1992a）では、「ディスクドライࣈやその部ရのような」㞧なᢏ⾡〇ရの自然の≀理

的な㝈⏺がどこにあるかはㄡにもࢃからない。性能をᨭ配する≀理学的法๎が全に理ゎされているࢃ

けでもなく、᪤知の≀理学的㝈⏺をᅇ㑊する可能性が十分にண できるࢃけではないため、ᢏ⾡者はᑗ

来自分たࡕがఱを発見、㛤発するか知るよしもない」と㏙ている。「ᆶ┤☢Ẽディスク」〇ရ化の㐨

のりを見ると「ᆶ┤☢Ẽグ㘓」方ᘧの᭷ຠ性がはっきりしていたものの、それを〇ရ化すること㛗い㛤

発ᮇ間がかかったとゝえる。 
㸦２㸧࿘㎶ᢏ⾡ࡢ㔜せᛶ 

「ᆶ┤☢Ẽグ㘓」方ᘧの᭷ຠ性がࢃかっていたとしても、〇ရ化するためには周辺ᢏ⾡もその᭷ຠ性

をᘬき出す性能を持っているᚲ要がある。 
Christensen㸦1992a）は、コン࣏ーネントᢏ⾡について、「㸯つの部ရの性能が状態、つまり

ᐇ㝿の≀理学的㝈⏺または知ぬされた≀理学的㝈⏺にあったとしても、ᢏ⾡者がࢩステ࣒タ計の中のま

だᡂ⇍していない別の部ရのᨵⰋを続けることはできる」と論じている。 
MR」、「ッド࣊⭷ⷧ」、「ッド࣊ライト࢙ࣇ」方ᘧにおいて「Ỉᖹ☢Ẽグ㘓」、ࡤッドをにとれ࣊ 
GMR」ࡧッド」、ཬ࣊ ⭷ⷧ」、ッド」が㛤発されるにつれて、そのグ㘓ᐦᗘは向上していくものの࣊

ッド」௨㝆はᮇᚅされたグ㘓ᐦᗘが㐩ᡂ出来なかった。それが「ᆶ┤☢Ẽグ㘓」方ᘧを用いることに࣊

よって、ᮇᚅされたグ㘓ᐦᗘが㐩ᡂされることとなった。グ㘓方ᘧと࣊ッドの相ຠ果が生まれたので

ある。 
㸦３㸧ᕷሙ 

一連の Christensen の㆟論は、パࢯコン業⏺のストレージを主としたものであった。ᚲ要とされるグ

㘓容㔞は᥎ 可能であったとゝえよう。2000 年௨㝆㣕㌍的な情報㔞の増ຍは、それをグ㘓するストレ

ージの性能の向上をᙉくಁした。結果として、ᚑ来の「Ỉᖹ☢Ẽグ㘓」方ᘧでは対ᛂ出来ず、より高い

性能をᘬき出すことのできる「ᆶ┤☢Ẽグ㘓」ディスクのᕷ場化をồめたのである。 
㸦㸲㸧⤖ㄽ 

 ᆶ┤☢Ẽディスクの〇ရ化では、㛗ᮇにࢃたる㛤発ᮇ間をᚲ要とした。また、ᆶ┤☢Ẽグ㘓方ᘧは、

周辺ᢏ⾡の㛤発も㟂要な課題であった。さらに、多様な用用㏵がᮇᚅされた。 
こうしたことから、基┙ᢏ⾡においては、大学と⏘業⏺が㛗ᮇにࢃたり〇ရ㛤発を行うᚲ要があり、

㸯社⊂༨というᙧではなく多様な業が参画して㛤発を行うことが定される。そのᡂ果は、金㢠で 

られるものではなく、〇ရ㛤発にᦠࢃった研究者の発⾲論文、あるいは、〇ရ㛤発にᦠࢃった業の特

チྲྀ得の件ᩘで見ることも出来るのではないか。 
研究者は、短ᮇ的などⅬから知的㈈⏘を考えるのではなく、より㛗ᮇ的な展望の中で知的㈈⏘、特に、

特チをどのようにྲྀりᢅうか考する時ᮇに来ていると考えている。 
これらを㋃まえて、㛗ᮇにΏる〇ရ㛤発の知㈈࣐インドには、ḟのようなものがᚲ要である。 
ձ短ᮇ的な〇ရ㛤発ではなく、ᑗ来基┙ᢏ⾡となるとᛮࢃれる研究を行うこと。 
ղ基┙ᢏ⾡にຍえて、周辺ᢏ⾡の㛤発も重要であると認識すること。 
ճ基┙ᢏ⾡を〇ရ化するには、㛗ᮇにࢃたる㛤発ᮇ間がᚲ要なこと。 
したがって、༢に、ᶒ化するのではなく、自ら生ࡳ出した知的㈈⏘をどのように᥎㐍していくか、

知㈈࣐インドの㌿がồめられている。 
㸦㸳㸧ᚋࡢㄢ㢟 

 事として、「ᆶ┤☢Ẽグ㘓ディスクの㛤発」のࡳをྲྀり上ࡆている。ᚋは、異なったᢏ⾡分㔝の

異なる事について、さらに調査を㐍めるᚲ要がある。 
 また、基┙ᢏ⾡の研究を㛗く行っている研究者の中には、周辺ᢏ⾡までᶒ化しているேも少なから

ずᏑᅾしている。インタࣗࣅー調査等でそれらの研究者の知㈈࣐インドを明らかにしていかなけれࡤな

らない。 
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